
カナダ ●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（昨年１１月１２日，ＡＰＥＣ・ＣＥＯサミットでのヴァンローン国際貿易相の演説）

・ＴＰＰ協定交渉に関心を有しており，既に参加国と意見交換を行っている。

・アジア太平洋地域の経済統合を強力に支援し，長期的目標としてのＦＴＡＡＰ（アジア太平洋自由
貿易圏）の創設に向けて取り組んでいくとしている。

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（上記演説及び政府関係者の説明）

上述のとおり関心を有し，既に交渉参加国と意見交換を行っており，将来，交渉に参加する可能
性はあると考えられる。

中国 ●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方
・ＴＰＰ協定を「アジア太平洋地域の経済統合及び繁栄にとって有意義な協力のための提案」の一つ

と捉え，このような提案には「開かれた態度」であるとしている。（本年１０月２７日，外交部定例記者会見における姜

ＡＰＥＣ参加エコノミーのＴＰＰ協定についての見方等
平成２３年１０月３１日
外 務 省

（以下は，ＴＰＰ協定交渉に参加していないＡＰＥＣ参加エコノミーの見方の例について，主に公開情報をもとに，外務省がとりまとめたものである。）
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と捉え，このような提案には「開かれた態度」であるとしている。（本年１０月２７日，外交部定例記者会見における姜
瑜外交部報道官の発言）

・同時にＴＰＰ協定は，①各国の発展段階や多様性を十分に考慮すること，②開かれた地域協力と
すること，③既存のメカニズムやプラットフォームを十分に活用すること，④アジア太平洋地域の一

体化は一歩一歩進めることが重要，との考えである。（政府関係者の説明）

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（政府関係者の説明）

・当面は，交渉の進展の状況を見つつ，交渉参加国とも緊密に意思疎通するという考えである。

香港 ●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（政府関係者の説明）

・近年になりニュージーランド及びＥＦＴＡとのレベルの高い自由貿易協定を結んでいるものの，ＷＴ
Ｏ重視の姿勢は変更していない。ＦＴＡＡＰやＴＰＰ協定については態度は表明していない。

●将来ＴＰＰ協定交渉に参加する可能性（同上）

・香港はほぼ全ての関税を既に撤廃し，投資を自由化していることから，ＴＰＰ協定交渉参加のデメ
リットはなく，協定発効後に香港にとって戦略的に重要と考えて加入する可能性は排除できない。た
だし，ＷＴＯを重視する基本的立場と中国本土との関係から，現段階で香港が協定交渉に参加する
ことは難しいものと考えられている。



インド
ネシア

●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（本年２月１８日，マルティ外相の日本記者クラブでの記者会見での発言）

・アジア太平洋地域における自由貿易圏への設立に向けて，ＴＰＰ協定を含む複数のプロセスが同
時進行で進むことは合理的と見ている。

・ＴＰＰ協定交渉には現在参加せず，ＡＳＥＡＮが推進力となっているプロセスを優先している。他のＡ
ＳＥＡＮ諸国のＴＰＰ協定交渉への参加については，ＡＳＥＡＮ地域統合との相乗効果や一貫性があ
れば問題視しない考えである。

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（同上）

・２０１５年までの経済面を含むＡＳＥＡＮ共同体構築に向けた取組を最重要課題としている。

韓国 ●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（政府関係者の説明）

・米韓ＦＴＡが国会承認手続中である他，豪州・ＮＺとのＦＴＡ交渉も実施中であり，当面はこれらの二
国間ＦＴＡを締結することを重視している。
・次なる課題は中断している日本との二国間ＦＴＡの再開，中韓ＦＴＡと日中韓ＦＴＡの交渉開始と言
われており，ＴＰＰ協定やＦＴＡＡＰはより中長期の課題と考えられている模様。

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（対外経済政策研究所（政府系シンクタンク）の報告書（昨年１１月１８日発出）等）
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●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（対外経済政策研究所（政府系シンクタンク）の報告書（昨年１１月１８日発出）等）

・米韓ＦＴＡ等に人的資源を投入せざるを得ず，ＴＰＰ協定交渉への参加については具体的な議論を
行うには至っていない模様。

・現時点では，ＴＰＰ協定交渉参加の実益は大きくないが，同時に日本や中国が参加するのであれ
ば，韓国も交渉参加を考慮する必要があるとの見方もある。

メキシコ ●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（政府関係者の説明）

・ＴＰＰ協定交渉の進捗を注視している状況である。

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（本年６月のエクスポ・ロヒスティカ・フォーラムでの元経済省次官の発言等）

・経済関係者の間には，対アジア戦略等の観点から，ＴＰＰ協定交渉に積極的に対応すべきとの考
えもある。



パプア
ニュー
ギニア

●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（政府関係者の説明）

・ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰへの対応は喫緊の課題ではないが，ＡＰＥＣ加盟国として将来的にはＦＴＡＡ
Ｐへの参加を視野に入れつつ，国内での議論を慎重に進めている。

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（政府関係者の説明）

・ＴＰＰ協定交渉については政府内で検討は進んでいない。将来的に交渉に参加する可能性は否定
できないが，近い将来ではない。

フィリピ
ン

●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（政府関係者の説明）

・周辺のＡＳＥＡＮ諸国が多国間のＦＴＡから恩恵を受けており，フィリピンとしても関心を持ち，その
交渉参加に向けた準備を進めていきたいとの基本的立場である。

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（本年２月９日付けBusiness World紙によるドミンゴ貿易産業大臣の発言等）

・交渉参加に関心を有しているが，交渉参加希望を表明するには，投資やサービス等の分野につい
て，困難な国内調整が必要であるとされている。

ロシア ●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（政府関係者の説明）

・ＴＰＰ協定やＦＴＡＡＰの取組についても，地域経済統合の推進という観点から関心を有している。但し，自
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・ＴＰＰ協定やＦＴＡＡＰの取組についても，地域経済統合の推進という観点から関心を有している。但し，自
らの参加を検討するためには，ＷＴＯ加盟をはじめ多くの解決すべき課題が残されている。

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（同上）

・自身のＷＴＯ加盟実現が優先課題となっており，近い将来にＴＰＰ協定交渉に参加する可能性が
高いとは言えない。
・アジア太平洋地域の地域経済統合やＴＰＰ協定交渉参加に向けた我が国の動向にも関心を示し
ており，他の国々の参加状況を見極めつつ，交渉参加につき検討がなされていくものと考えられる。



台湾 ●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（昨年６月のＡＰＥＣ貿易大臣会合の結果を公表した経済部のＨＰ）

・台湾が重視するＡＰＥＣの中心的な任務の一つである地域経済統合の柱として，ＦＴＡＡＰの達成に
至る道筋を模索していきたいとの考えである。

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（本年１０月１０日，中華民国１００年国慶祝賀大会における馬英九総統の演説）

・１０年を期限としてＴＰＰ協定への参加を図っていくとしている。他方，現在，台湾は，シンガポールとのＦＴ
Ａの協議等に注力しており，ＴＰＰ協定交渉参加について具体的な議論は進んでいない模様。

タイ ●ＴＰＰ協定及びＦＴＡＡＰについての見方（政府関係者の説明）

・タイ政府は，２０１５年に成立予定のＡＳＥＡＮ経済共同体の枠組みを中心に，ＡＳＥＡＮ＋３あるい
は＋６など，ＡＳＥＡＮが主導権を握った形での東アジアの自由貿易圏作りを推進する立場を基本的
に維持している。

●ＴＰＰ協定交渉への参加可能性（本年５月２０日付けBangkok Post 紙によるシーラット商務省通商交渉局長の発言）

・タイの主要貿易相手国である日本，中国及び他のＡＳＥＡＮ諸国等のＴＰＰ協定交渉への参加状況
を注視している模様。これらの主要貿易相手国の多くが交渉に参加する場合，タイも交渉に参する
可能性がある。
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可能性がある。


